
長　 門　 市　 広　報 昭 和３７年９月18 日

高
令
者
の
横
綱
は

植
中
ハ
ナ
　
さ
ん

藤
岡
安
五
郎
さ
ん

共
に
9
5才

15日ー21日
老人福祉週間

こ
と
し
も
お

と
し
よ
り
を
い

た
わ
る
老
人
福

祉
週
問
が
今
月

一
五
日
か
ら
二

一
日
ま
で
全
国

的
に
行
な
わ
れ

ま
す
。

長
門
市
内
七
五
歳
以
上
の
い
わ

ゆ
る
敬
老
会
に
参
加
で
き
る
お
と

し
よ
り
は
六
九
四
人
で
昨
年
の
六

七
二
人
よ
り
二
二
人
ふ
え
、
平
均

寿
命
が
の
び
た
現
象
が
こ
こ
に
も

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
各
地
区
別
の
七
五
歳
以
上
の

数
と
最
高
年
令
の
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

通
地
区
　
　
　
　
九
三
人

山
根
元
治
郎
（
九
〇
歳
）

仙
崎
地
区
　
　
二
〇
六
人

大
田
権
二
部
（
九
〇
歳
）

深
川
地
区
　
　
三
〇
五
人

植
中
ハ
ナ
　
（
九
五
歳
）

俵
山
地
区
　
　
　
九
〇
人

藤
岡
安
五
郎
（
九
五
歳
）

市
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
老

人
福
祉
週
間
に
次
の
日
程
で
、
お

と
し
よ
り
を
慰
め
励
ま
す
会
を
開

き
ま
す
か
ら
、
該
当
さ
れ
る
方
は

お
誘
い
合
せ
の
上
お
い
で
下
さ
る

よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

９
月
1
8
日
　
俵
山
小
学
校
講
堂

９
月
1
9日
　
深
川
小
学
校
講
堂

9
月
2
0
日
　
仙
崎
小
学
校
講
堂

９
月
2
1日
　
通
　
進
栄
座

（
時
刻
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
）郵

政
省
が
8
8才
の

人
に
記
念
品

郵
便
貯
金
創

業
を
記
念

郵
政
省
で
は
、
郵
便
貯
金
創
業

八
十
八
年
を
記
念
し
、
明
治
八
年

う
ま
れ
の
男
女
の
方
に
記
念
品
を

お
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

該
当
の
方
は
お
近
く
の
郵
便
局

に
、
住
民
登
録
票
、
米
の
通
帳
、

老
令
年
金
受
給
資
格
台
帳
な
ど
の

う
ち
一
種
を
も
っ
て
９
月
3
0日
ま

で
に
お
巾
し
出
下
さ
い
。

住
み
よ
い
郷
土
を

つ
く
る
郵
便
貯
金

九
月
一
日
か
ら

奨
励
推
進
運
動

郵
政
省
は
、
全
国
的
に
住
み
よ

い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励

推
進
運
動
を
、
九
月
一
日
か
ら
十

月
三
十
一
日
ま
で
展
開
し
て
い
ま

す
。
長
門
郵
便
局
で
も
こ
れ
に
あ

わ
せ
、
郵
便
貯
金
創
業
八
十
八
年

を
記
念
し
て
特
別
意
匠
の
立
派
な

定
額
証
書
を
九
月
十
五
日
か
ら
十

一
月
末
ま
で
発
行
い
た
し
一
層
の

ご
利
用
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

3
7年
度
秋
季
県
体

相
撲
は
長
門
市
で
開
催

3
7年
度
秋
の
山
口
県
体
育
大
会

は
、
き
た
る
９
月
2
9、
3
0日
の
二

日
間
県
下
各
地
で
ひ
ら
か
れ
ま
す

が
、
長
門
市
で
は
相
撲
（
一
般
、

教
員
、
青
年
、
高
校
）
が
市
営
国

体
相
撲
場
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

（
日
程
）

９
月
2
9日
午
前
1
0時
か
ら

教
員
、
高
校
の
部

９
月
3
0日
午
前
1
0時
か
ら

一
般
、
青
年
の
部

（
参
加
チ
ー
ム
）

一
般
　
　
1
3
チ
ー
ム

教
員
　
　
４
チ
ー
ム

青
年
　
　
1
3チ
ー
ム

高
校
　
　
９
チ
ー
ム

農
地
の
事
な
ら
何
で
も

県
が
相
談
所
開
く

農
地
関
係
の
ご
相
談
に
応
じ
る

た
め
県
農
地
課
が
、
今
年
も
巡
回

農
地
相
談
所
を
閃
き
ま
す
。

・
開
設
日
時
と
場
所

９
月
1
9
日
９
時
ー
1
7
時

三
隅
町
役
場

・
相
談
の
内
容

農
地
の
売
買
、
名
儀
変
更
、

農
地
の
転
用
、
地
目
変
更
、

．
小
作
地
引
上
、
耕
作
権
関
係

小
作
料
関
係
、
水
利
権

そ
の
他
農
地
の
利
用
関
係

・
相
談
員県

農
地
課
職
員

集
団
発
生
が
多
い

秋
の
食
中
毒

秋
に
な
る
と
、
暑
い
夏
に
弱
っ

て
い
た
体
力
が
し
だ
い
に
回
復
し

、
食
欲
が
出
て
、
何
で
も
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

気
温
が
下
れ
ば
食
品
の
腐
る
度
合

い
も
少
く
な
り
、
取
扱
い
や
保
管

が
た
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
食
中
毒
は
秋
に
も
各

地
で
起
っ
て
い
る
の
が
毎
年
の
例

で
す
。

原
因
は
魚
介
類
が
多
い

食
中
毒
の
原
因
は
、
魚
介
類
に

よ
る
も
の
が
最
高
で
、
そ
の
他
生

菓
子
、
生
豆
腐
、
サ
ラ
ダ
、
冷
麦

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
か
ら
起
っ

て
い
ま
す
。
厚
生
省
や
県
で
は
、

こ
れ
ら
の
食
品
の
製
造
、
販
売
業

者
に
対
し
食
品
の
取
扱
い
や
施
設

の
監
視
を
強
く
し
、
取
り
扱
い
の

指
導
、
施
設
の
改
善
命
令
、
営
業

停
止
等
の
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す

が
、
一
般
消
費
者
の
方
も
食
品
の

衛
生
に
つ
い
て
十
分
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

秋
に
は
遠
足
や
旅
行
、
運
動
会

な
ど
と
、
お
べ
ん
と
う
を
持
っ
て

出
か
け
た
り
、
又
た
く
さ
ん
の
折

詰
べ
ん
と
う
を
作
っ
た
り
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

お
べ
ん
と
う
や
集
団
給
食
か
ら
起

る
食
中
毒
が
案
外
多
い
の
で
す
。

料
理
店
や
仕
出
し
屋
、
給
食
施

設
な
ど
で
は
、
食
品
の
取
扱
い
や

保
管
、
施
設
や
従
業
者
の
衛
生
な

ど
に
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

手
洗
い
を
励
行

一
般
の
家
庭
で
は
、
食
品
は
衛

生
的
な
店
で
買
い
早
く
使
い
ま
し

よ
う
。
調
理
は
で
き
る
だ
け
一
度

の
食
事
分
だ
け
に
し
、
万
一
残
り

を
次
の
食
事
に
ま
わ
す
時
は
、
必

ず
も
う
一
度
火
を
通
し
ま
し
よ
う

魚
や
肉
な
ぞ
の
生
も
の
は
も
ち
ろ

ん
、
か
ま
ぽ
こ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
の
お
り
も
の
は
腐
り
や
す
い
も

の
で
す
。
少
し
変
だ
と
思
っ
た
ら

食
べ
な
い
こ
と
で
す
。

お
宅
の
水
屋
に
、
ご
き
ぶ
り
や

は
え
が
入
っ
で
は
い
ま
せ
ん
か
。

食
べ
も
の
の
保
管
に
は
特
に
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。
又
、
調
理
や

食
事
の
前
に
は
必
ら
ず
手
を
洗
い

ま
し
よ
う
。

犬
は
つ
な
い
で

お
き
ま
し
よ
う

最
近
野
良
犬
や
飼
育
犬
が
横

行
し
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
す
が
犬
を
飼
う
場
合
に

は
よ
く
つ
な
い
で
お
き
ま
し

よ
う
。

3
8年
版

山
口
県
民
手
帳
を
発
行

ご
希
望
の
方
は
市
役
所
総
務
課

に
ね
申
し
出
下
さ
い
。

定
価
　
一
部
　
八
〇
円

香
典
返
し

（
通
）
　
　
　
山
田
正
彦

（
湊
二
区
）
　
国
近
一
行

（
通
）
　
　
　
早
乗
音
雄

早
乗
安
郷

（
板
持
三
区
）
安
藤
範
幸

以
上
い
ず
れ
も
市
社
会
福
祉
協

議
会
受
付
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